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基本構想
の変更
（案）

6

【基本構想の変更】
（新型コロナウイルス感染症の世界的大流行）
この感染症の早期終息とポストコロナ時代のニューノーマル（新た
な日常）への対応が求められています。
（デジタル社会の進展）
ＩｏＴ、ＡＩ、５Ｇ等のデジタル技術の革新は著しく、国は、こうした新
技術を効果的に取り入れることで、経済発展と社会的課題の解決
を図り、一人ひとりが快適に活躍できるＳociety５.０の実現を目指
しています。

【後期基本計画のP2に影響】
ＩｏＴ、ＡＩ、ＲＰＡ、５Ｇ、ビックデータなど、デジタル技術の革新は著
しく、国は、こうした新技術を効果的に取り入れることで、経済発展
と社会的課題の解決を図り、一人ひとりが快適に活躍できるＳｏｃｉ
ｅｔｙ５.０の実現を目指しており、２０３０年代には、サイバー空間と
フィジカル空間の一体化が更に進展すると予測され、強靭で活力
ある社会の実現が期待されています。
デジタル技術の革新は、・・・

【基本構想の変更】
（新型コロナウイルス感染症の世界的大流行）
この感染症の早期克服とポストコロナ時代のニューノーマル（新た
な日常）への対応が求められています。
（デジタル社会の進展）
ＩｏＴ、ＡＩ、ＲＰＡ、ビッグデータ等のデジタル技術の革新は著しく、
国は、こうした先端技術を効果的に取り入れることで、仮想空間と
現実空間を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的
課題の解決を両立する人間中心の社会「Ｓociety５.０」の実現を
目指しています。

【後期基本計画のP2に影響】
ＩｏＴ、ＡＩ、ＲＰＡ、ビックデータなど、デジタル技術の革新は著しく、
国は、こうした先端技術をあらゆる産業や社会生活に取り入れ、
経済発展と社会的課題の解決を両立し、誰もが快適で活力に満
ちた質の高い生活を送ることのできる人間中心の社会「Ｓｏｃｉｅｔｙ
５.０」の実現を目指しており、２０３０年代には、仮想空間と現実空
間の一体化が更に進展すると予測され、強靭で活力ある社会の
実現が期待されています。
こうした中、デジタル技術の革新は、・・・

基本構想
の変更
（案）
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一方、令和2 年度は、新型コロナウイルス感染症の総合対策の展
開もあり財政規模が増加しています。

図 亀山市の財政指数の推移

一方、令和2 年度は、新型コロナウイルス感染症の総合対策の展
開もあり財政規模が拡大しています。

図 亀山市の財政力指数等の推移

後期基本
計画（案）

11

◆財政構造指標の推移
主要な財政指標をみると、自治体の財政力を示す財政力指数に
ついては平成２４年度に１を下回って以後、低下傾向にあります。
また、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は８７％前後で推
移していましたが、令和２年度は８５．５％と好転しています。財政
構造の硬直度合いを表す公債費負担比率は減少傾向にあり、総
じて財政の健全性は確保されています。

図１１財政力指数の推移

◆財政構造指標等の推移
主要な財政指標をみると、自治体の財政力を示す財政力指数は
平成２４年度に１を下回るなど低下傾向にあるものの、類似団体
平均値よりも高い水準で推移しています。また、財政構造の弾力
性を示す経常収支比率は８７％前後で推移していましたが、令和
２年度は８５．５％と好転しています。さらに、財政構造の硬直度
合いを表す公債費負担比率は低下傾向にあり、総じて財政の健
全性は確保されています。

図１１財政力指数の推移（３か年平均）

後期基本
計画（案）

17 122

【P17 主な成果指標の達成度】
コミュニティスクール実施校数
【P122 現状と課題 ●２】
地域や保護者の方が学校運営に参画するコミュニティスクール
（学校運営協議会制度）の取り組みが全国的に進められている
中、

【P17 主な成果指標の達成度】
コミュニティ・スクール実施校数
【P122 現状と課題 ●２】
地域や保護者の方が学校運営に参画するコミュニティ・スクール
（学校運営協議会制度）の取り組みが全国的に進められている
中、

後期基本
計画（案）

24
多様化・複雑化する地域福祉課題への対応により、「ひとりぼっち
をつくら
ない」安心の共生社会の構築を目指します。

多様化・複雑化する地域福祉課題への対応により、安心の共生
社会の構築を目指します。

後期基本
計画（案）

25
都市インフラの強じん化や雨水排水機能の向上、内陸部と沿岸
部を東西に連結し「くしの歯」としての役割が期待される鈴鹿亀山
道路の整備促進など、

都市インフラの強じん化や内陸部と沿岸部を東西に連結し「くしの
歯」としての役割が期待される鈴鹿亀山道路の整備促進など、

後期基本
計画（案）

28 29 30 31 ※校正の際に修正いたします。

意見・質問等

（デジタル社会の進展）3行目に「・・・Society5.0の実現を目指して
います。・・・」とありますが、P13（新たな視点）では、デジタル変革
（DX）が強調されていますが、ポストコロナを見つめて、ニューノー
マルを考えると「Society5.0の実現」が新たな目標になるのではな
いか。と思われます。このような捉えでいいのかを質問します。

財政規模が増加しています⇒財政規模が拡大しています、若しく
は増大しています。文章としてはこちらが適正。図 亀山市の財政
指数の推移⇒財政力指数では。又、このデーターの出処が不明

図にないが、市の財政を見通す一丁目一番地の「財政調整基
金」のデーターがない、財政を考える上で重要な視点であるはず、
表示すべきと思う。

2行目に「教育分野では、コミュニティ・スクールの推進による特色
ある学校づくりをすすめた・・・」とあるが
①
（・）が付いている箇所とそうでない箇所がある。統一をしてほしい。

プロジェクトの狙いに記載されている「ひとりぼっち」は、意図は理解
できるが表現として重い。

田園という表現に違和感を感じる。
「雨水排水機能の向上」は他と比べて細かい。
「◆環境と調和した産業振興」の書き込みでは「しなやかさ」が見
えない。

施策の大網
枠内の文字が左寄りの為に読みづらい。
（完成の構成では、大丈夫かも？）
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後期基本
計画（案）

36 37 106 108

【P36 現状と課題 ●3】
市街地再開発組合と連携して亀山駅周辺の再生に取り組んでい
ます。
【P37 ②◆3】
亀山駅・関駅・井田川駅を中心とする拠点への都市機能の誘導
を図るため、既存の都市基盤や各地域の特性を生かした市街地
の整備・再生を促進します。
【P106 現状と課題 ●1】
今後、亀山駅周辺の再開発が本格始動する中、
【P108 ①◆1】
亀山駅前開発と連動した商業施設集積の取り組み等により、

【P36 現状と課題 ●3】
市街地再開発組合と連携してJR亀山駅周辺の再生に取り組んで
います。
【P37 ②◆3】
JR亀山駅・JR関駅・JR井田川駅を中心とする拠点への都市機能
の誘導を図るため、既存の都市基盤や各地域の特性を生かした
市街地の整備・再生を促進します。
【P106 現状と課題 ●1】
今後、JR亀山駅周辺の再開発が本格始動する中、
【P108 ①◆1】
JR亀山駅周辺の再開発と連動した商業施設集積の取り組み等に
より、

後期基本
計画（案）

78 68 86

【P78 現状と課題 ●4】
近年、既存の法制度では支援することが困難なゴミ屋敷問題や
ひきこもり等、地域課題の複雑化・複合化が進んでいます。
【P78 現状と課題 ●5】
近年、一人暮らし高齢者や高齢夫婦のみの世帯が増加するととも
に、地域における近所同士のつながりも希薄化が進んでいます。
【P68 現状と課題 ●4】
近年、未指定の文化財がその価値を見い出されないまま失われ
つつある中、
【P86 現状と課題 ●5】
近年、障がい者やその家族が抱える課題の多様化・複合化が進
んでおり、

【P78 現状と課題 ●4】
社会保障制度の改革が進む一方で、既存の法制度では支援す
ることが困難なゴミ屋敷問題やひきこもり等、地域課題の複雑化・
複合化が顕在化しています。
【P78 現状と課題 ●5】
一人暮らし高齢者や高齢夫婦のみの世帯が増加するとともに、地
域における近所同士のつながりも希薄化が進んでいます。
【P68 現状と課題 ●4】
未指定の文化財がその価値を見い出されないまま失われつつあ
る中、
【P86 現状と課題 ●5】
一方、障がい者やその家族が抱える課題の多様化・複合化が進
んでおり、

後期基本
計画（案）

80
複雑化・複合化した福祉課題を抱える世帯に対して、本人の状態
や希望に沿った支援を展開できるよう、地域のつながりを生かした
見守りや声かけ活動の活発化を図り、

複雑化・複合化した福祉課題を抱える世帯に対して、本人の状態
や希望に沿った支援を展開できるよう、CSW等との関わりの中で、
地域のつながりを生かした見守りや声かけ活動の活発化を図り、

後期基本
計画（案）

84
◆高齢者が安心して在宅で療養できるよう、医療センターや、地
域の医療や介護を担う関係機関との連携により、ニーズに応じた
在宅医療や介護サービスを提供できる体制を強化します。

◆高齢者が安心して在宅で療養できるよう、地域包括支援セン
ターが核となり、医療センターをはじめとする地域の医療や介護を
担う関係機関と連携し、ニーズに応じた医療・介護サービスを提
供できる体制を強化します。

後期基本
計画（案）

84
認知症に関するさらなる理解と早期発見・治療の重要性について
周知するとともに、認知症初期の支援体制の強化を図ります。

認知症に関する知識の普及啓発と早期発見・治療の重要性につ
いて周知するとともに、認知症の支援体制の強化を図ります。

意見・質問等

P22の●3つ目、P23の◇1つ目、他のページにもJR・・駅と書かれ
ています。
P23の◇2つ目だけ・・・駅と書かかれいます、ＪＲを書か無いことで
何か区別されてるのでしょうか。

現状と課題
4つ目の●及び5つ目の●の初めに「近年、・・・」の文字があるが、
必要か、検討願いたい。

施策の方向④生活困窮者の支援と自立の促進
2つ目の◆「・・・、本人の状況や希望に沿った支援を展開できる
よう、地域の繋がりを活かした見守りや声掛け活動の活発化を図
り、・・・」とあるが、CSWやSSW等の専門職との関わりなしで、見守
りや声掛けに取り組むのは難しいと思われる。
従って「・・・、本人の状況や希望に沿った支援を展開できるよう、
CSW等の専門職との関わりの中で、地域の繋がりを活かした見守
りや声掛け活動の活発化を図り、・・・」として頂くと、地域での支援
者も安心して活動できると考える。

施策の方向①地域包括ケアシステムの推進
1つ目の◆「高齢者が安心して在宅で療養できるよう、医療セン
ターや、地域の医療や介護を担う関係機関との連携により、ニー
ズに応じた在宅医療や介護サービスを提供出来る体制を強化し
ます。」とあるが、この◆を二つに分けて、しくみとサービス提供の
観点で記述しては、どうか。

（案）
◆住み慣れた地域で、自分らしい生活を、最後まで続けられるよ
う、包括支援センターが中核機関となり、しくみ作りを行います。
◆高齢者が安心して在宅で療養できるよう、医療センターや、地
域の医療や介護を担う機関との連携により、ニーズに応じたサービ
スを提供出来る体制を強化します。

施策の方向④認知症高齢者対策の推進
1つ目の◆「・・・、認知症初期の支援体制の強化を図ります。」と
あるが、認知症初期の発見は、検査だけでなく心情的にも相談し
にくいこともあり、敢えて入れる必要があるか疑問である。「初期」
の言葉を削除する方が妥当と思われる。



資料 ページ等 修正前 修正後

後期基本
計画（案）

84
認知症高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けていけるよう、認知
症に関する普及啓発や地域で暮らす認知症の人や家族に対する
支援を行います。

認知症高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けていけるよう、地域
での認知症への理解促進を図るとともに、認知症の人や家族に対
する支援を行います。

後期基本
計画（案）

92

②◆１
また、図書館を核とした地域ごとの読書活動拠点を整備し、読書
活動ネットワークを構築することで、
②◆４
新しい時代に必要な機能を備えた図書館を整備します。

②◆１
また、新図書館を核とした地域ごとの読書活動拠点を整備し、読
書活動ネットワークを構築することで、
②◆４
新しい時代に必要な機能を備えた新図書館を整備します。

後期基本
計画（案）

98

令和３年に開催が予定されていた三重とこわか国体、三重とこわ
か大会は新型コロナウイルス感染症拡大のため中止となりました
が、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会が開催された
ことで、スポーツへの参加意識が高まっており、・・・

令和３年に開催が予定されていた三重とこわか国体をはじめ、市
内の多くのスポーツイベントは、新型コロナウイルス感染症の拡大
を受けて中止となりました。しかし、東京２０２０オリンピック・パラリン
ピック競技大会が開催されたことで、スポーツへの関心は高まって
おり・・・

後期基本
計画（案）

104
産業振興奨励制度を活用し、企業立地や既存企業の事業拡張
による産業集積の多様化を促進します。

産業振興奨励制度を活用し、新たな企業立地や既存企業の事
業拡張による産業集積の多様化を促進します。

後期基本
計画（案）

108 ②多様な主体による一体的な取り組みの促進 ②多様な主体による一体的な商工業活性化の促進

後期基本
計画（案）

114

本市では、地域文化を活用した着地型観光を実現していくため、
地域が主体となってあらゆる資源を生かし、交流と活力を生み出
す「まちづくり観光」の考え方を基本として様々な取り組みを進めて
います。

本市では、地域文化を活用した着地型観光を実現していくため、
交流と活力を生み出す「まちづくり観光」の考え方を基本として、地
域が主体となってあらゆる資源を生かし様々な取り組みを進めて
います。

後期基本
計画（案）

118
再検討いたしましたが、他の基本施策の表記との整合を考慮し、
修正は行わないことといたします。

後期基本
計画（案）

120
再検討いたしましたが、ご指摘いただいた2つの施策に係る現在の
取り組みや事業の施策上の管理が複雑になることから、修正は行
わないことといたします。

後期基本
計画（案）

122

今後は、市内の小中学校全校に設置された学校運営協議会を
核とした連携・協働、防災教育や防犯教育等を通じた子どもの安
心・安全の確保、学校、家庭、地域、関係機関が連携した危機管
理体制の強化を引き続き行うとともに、教職員の資質向上等を推
進し、信頼される学校づくりを進める必要があります。

今後は、市内の小中学校全校に設置された学校運営協議会を
核とした地域の連携と協働を進める中で、子どもの安心・安全の
確保や危機管理体制の強化を引き続き行うとともに、教職員の資
質向上等を推進し、信頼される学校づくりを進める必要がありま
す。

後期基本
計画（案）

122

今後は、市内の小中学校全校に設置された学校運営協議会を
核とした連携・協働、防災教育や防犯教育等を通じた子どもの安
心・安全の確保、学校、家庭、地域、関係機関が連携した危機管
理体制の強化を引き続き行うとともに、教職員の資質向上等を推
進し、信頼される学校づくりを進める必要があります。

今後は、市内の小中学校全校に設置された学校運営協議会を
核とした地域の連携と協働を進める中で、子どもの安心・安全の
確保や危機管理体制の強化を引き続き行うとともに、教職員の資
質向上等を推進し、信頼される学校づくりを進める必要がありま
す。

意見・質問等

2つ目の◆「・・・認知症に関する普及啓発や地域で暮らす認知症
の人や家族に対する支援を行います。」とあるが、「普及啓発」とい
うよりは、認知症の理解の促進による共生の仕方を知ることが求
められていることから、「・・・地域での認知症理解の促進による共
生を進め、認知症の人や家族に対する支援を行います。」として
は、どうか。

②新図書館を核とした･･･ 文頭の書き出しが新図書館ある限り、
文頭は新図書館を前提とすべき、同様の箇所が数カ所ある。

●令和3年に予定されていた三重とこわか国体を始め、市内の各
種スポーツEVENTは、新型コロナ感染症の拡大を受けて中止とな
りました、しかし東京2020オリパラが開催された事により、スポーツ
への関心は高まり、スポーツ活動の活性化や競技力の向上に繋
がる状況にありつつあります･･･⇒文面を変えるべき。

◆経済情勢の変化･･･の書き込みを ⇒･･･新規企業立地や既存
企業の事業拡張や研究開発の促進をおこないます。に変えるべ
き。

②多様な主体による一体的な取り組みの促進 ⇒何を云っている
のか分からない市内商工業の連携促進位にすべき。

●本市では地域文化を活用･･･まちづくり観光を主語として書き込
みの全文を見直すべき。

目指す姿 ⇒全国から高速交通のネットワークを活用して、人々
が行き来し広域的な交流が生まれ、市が活性化しています。に変
えるべき。

◆リニア中央新幹線の市内･･･ ◆リニア新幹線市内停車駅･･･こ
の二つの書き込みは統一すべき。

②5行目には、「・・・学校運営協議会を核とした連携・協働、・・・」
とあるが、学校教育ビジョンには、基本目標２に「・・・学校・家庭・
地域の連携と協働による・・・」とあることから。
「今後は、市内の小中学校全校に設置された学校運営協議会を
核とした地域の連携と協働を進める中で、・・・」としてはどうか。

現状と課題
2つ目の●の5～７行目「今後は、市内の小中学校全校に設置さ
れた・・・信頼される学校づくりを進める必要がある。」との長文があ
るが、
「今後は、市内の小中学校全校に設置された学校運営協議会を
核とした地域の連携と協働を進める中で、子どもの安心・安全の
確保、危機管理体制の強化を図り、教職員の資質向上等を推進
し、信頼される学校づくりを進める必要があります。」としてはどう
か。



資料 ページ等 修正前 修正後

後期基本
計画（案）

122

しかし、年々いじめ問題や不登校をはじめとした様々な問題に対
し、支援を必要とする児童生徒は増加しており支援の在り方も多
様化しているため、誰一人として取り残さない教育をさらに進める
必要があります。

しかし、いじめや不登校をはじめ、子どもの虐待・貧困、ヤングケア
ラー等、複合的な課題を持つ児童生徒は増加しており、福祉との
連携の中で、保護者を含めた重層的な支援体制を充実し、誰ひ
とり取り残さない教育をさらに進める必要があります。

後期基本
計画（案）

122
子どもたちが、人とつながり、未来を創るための力を身に付けてい
ます。

子どもたちが、豊かな学びのもと、未来を創るための力を身に付け
ています。

後期基本
計画（案）

122

一方、中学校における全員喫食制の給食実施については、現
在、亀山中学校・中部中学校において選択制のデリバリー給食を
実施しておりますが、他の様々な教育課題の解決に向けた取り組
みとの調整を行いつつ、着実に進める必要があります。

また、現在、亀山中学校・中部中学校において選択制のデリバ
リー給食を実施しておりますが、全員喫食制の給食実施について
は、他の様々な教育課題の解決に向けた取り組みとの調整を行
いつつ、着実に進める必要があります。

後期基本
計画（案）

122 学校力・教師力の向上 指導力の向上

後期基本
計画（案）

122
今後は、就学児童の学びのための展開に向けた取り組みを行うた
め、就学前児童の支援体制を強化し、

今後は、就学前児童の支援体制を強化し、

後期基本
計画（案）

124
学校運営協議会を核とした連携・協働により、地域や学校の特性
を生かした特色ある学校づくりを推進します。

学校運営協議会を核とした地域の連携と協働により、地域や学校
の特性を生かした地域とともにある学校づくりを推進します。

後期基本
計画（案）

124
再度検討した結果、本施策で連携する図書館は、新設の図書館
であるか現行の図書館であるかには影響を受けるものではないと
整理し、修正は行わないことといたします。

後期基本
計画（案）

124 125
不登校児童生徒及び保護者等に対する相談・支援体制の充実
を図るとともに、デジタル技術を活用した学びの保障、ＮＰＯ等と連
携した訪問型支援、学校内外の居場所づくりを進めます。

いじめや不登校など、悩みを抱える児童生徒及び保護者等に対
する相談・支援体制の充実を図るとともに、デジタル技術を活用し
た学びの保障、ＮＰＯ等と連携した訪問型支援、学校内外の居場
所づくりを進めます。

後期基本
計画（案）

125
不登校児童生徒及び保護者等に対する相談・支援体制の充実
を図るとともに、デジタル技術を活用した学びの保障、ＮＰＯ等と連
携した訪問型支援、学校内外の居場所づくりを進めます。

いじめや不登校など、悩みを抱える児童生徒及び保護者等に対
する相談・支援体制の充実を図るとともに、デジタル技術を活用し
た学びの保障、ＮＰＯ等と連携した訪問型支援、学校内外の居場
所づくりを進めます。

意見・質問等

現状と課題
5つ目の●の2～4行目「・・・しかし、いじめ問題や不登校をはじめ
とした様々な問題に対し、支援を必要とする児童生徒は増加して
おり支援の在り方も多様化しているため、誰ひとり取り残さない教
育をさらに進める必要があります。」とあるが、２つに分けて以下の
ようにしては、どうか。

（案）
●本市では、独自の取り組みである少人数教育推進教員の配置
や、親の学び支援等、校内の子どもたちへのより良い学習環境づ
くりを積極的に行っています。
●いじめや不登校をはじめ、子どもの虐待・貧困、ヤングケアラー
等、複合的な課題を持つ児童生徒は増加しており、福祉との連携
の中で、保護者を含めた重層的な支援体制を確立し、誰ひとり取
り残さない教育をさらに進める必要があります。

目指す姿 ⇒子どもたちが、豊かな学びの下、未来を創るための
力を身に付けています。に変えてはどうか。

現状と課題
３つ目●「…デリバリー給食を実施しておりますが、他校においても
着実に進める必要があります。」として、「他の様々な…調整を行
いつつ」は不要。

現状と課題
４つ目●「学校力・教師力の向上」を「指導力の向上」としてはどう
か。

現状と課題
４つ目●「就学児童の学びのための展開に向けた取り組みを行う
ため、」は不要。削除すべき。

施策の方向①学びを支える温かさあふれる学校づくり
1つ目の◆「学校運営協議会を核とした連携・協働により、地域
や学校の特性を生かした特色ある学校づくりを推進します。」とあ
るが、前述の現状と課題にあるように、
「◆学校運営協議会を核とした地域の連携と協働により、地域や
学校の特性を生かした『地域とともに進める学校づくり』を推進しま
す。」としてはどうか。

③希望をもって新しい時代に活躍できる子どもの育成
３つ目の施策、「図書館」の前に「新」を入れるべき。

現状と課題に、いじめ問題や不登校問題が認識されているが、施
策の方向で、不登校は少し触れているが、いじめの問題は触れら
れていない。

⑤一人ひとりの学びを支えるきめ細やかな教育の推進
学校において守られるべきは職員や組織ではなく、児童・生徒で
すが、いじめや不登校などの問題は、組織や仕組みを大事にする
あまり、個人が我慢を強いられているように感じています。
このような中、⑤の◆３つ目に不登校に関する記載はありますが、
いじめに関する記載がないので、追記する必要があると考えます。



資料 ページ等 修正前 修正後

後期基本
計画（案）

125
次項のご指摘とあわせて再検討いたしましたが、次項に記載のと
おり施策を増やさないことといたしましたので、本項でご指摘のあっ
た施策の移動についても行わないことといたします。

後期基本
計画（案）

125

再検討いたしましたが、大綱２.健康で生きがいを持てる暮らしの充
実の基本施策（2）地域福祉力の向上の中の施策として、重層的
支援体制の確立や教育と福祉の連携について書き込みがあるた
め、本項での修正は行わないことといたします。

後期基本
計画（案）

125

④家庭・地域の教育力の向上
学校、地域、家庭が連携・協働した「ＳＯＳの家」や青少年育成市
民会議の「愛の運動」の取り組みを継続し、地域全体による子ども
の見守りを推進します。

④家庭・地域の教育力の向上
地域での子どもの安全・安心な生活を確保するため、「SOSの家」
や青少年市民会議の「愛の運動」の取り組みを継続し、地域全体
による子どもの見守りを推進します。

後期基本
計画（案）

125
青少年育成市民会議の活動を通じ、「亀山っ子」市民宣言の市
民への理解共有を図るとともに、その実践活動への支援を行いま
す。

青少年育成市民会議の活動を通じ、「亀山っ子」市民宣言に対
する市民の理解を促進するとともに、その実践活動への支援を行
います。

後期基本
計画（案）

128 ③子育てが孤立しない環境づくり ③子育て世代が孤立しない環境づくり

後期基本
計画（案）

144

互いの個性や多様性を尊重し、ともに暮らしていくことのできる社
会の実現に向けて、小中学校での教育活動を通じた人権教育
等、人権問題を解消するための取り組みを継続して行う必要があ
ります。

互いの個性や多様性を尊重し、ともに暮らしていくことのできる社
会の実現に向けて、小中学校での教育活動を通じた人権教育等
を推進しています。今後も、差別を解消するための３つの法律へ
の理解を深めるとともに、人権問題を解消するための取り組みを
継続して行う必要があります。

後期基本
計画（案）

144

互いの個性や多様性を尊重し、ともに暮らしていくことのできる社
会の実現に向けて、小中学校での教育活動を通じた人権教育
等、人権問題を解消するための取り組みを継続して行う必要があ
ります。

互いの個性や多様性を尊重し、ともに暮らしていくことのできる社
会の実現に向けて、小中学校での教育活動を通じた人権教育等
を推進しています。今後も、差別を解消するための３つの法律へ
の理解を深めるとともに、人権問題を解消するための取り組みを
継続して行う必要があります。

意見・質問等

「⑤一人ひとりの学びを支えるきめ細かな教育の推進」の後に新し
く「⑥誰一人取り残さない教育の推進」の項を立て、3つ目の「◆
不登校児童生徒及び保護者等に対する相談・支援体制の充実
を図るとともに、デジタル技術を活用した学びの保障、NPO等と連
携した訪問型支援、学校内外の居場所づくりを進めます。」をその
まま挿入しては、どうか。

（案）
⑥誰一人取り残さない教育の推進
◆不登校児童生徒及び保護者等に対する相談・支援体制の充
実を図るとともに、デジタル技術を活用した学びの保障、NPO等と
連携した訪問型支援、学校内外の居場所づくりを進めます。

また、2つ目に「◆複合的な課題を抱えた児童生徒の支援のた
め、子育てや地域福祉を担う諸機関と連携して、重層的な支援
体制の構築を図ります。」を挿入しては、どうか。

④家庭・地域の教育力の向上
④の見出しを「学校・家庭・地域の連携と協働による教育力の

向上」とした上で、以下のようにしては、どうか。

（案）
④学校・家庭・地域の連携と協働による教育力の向上
◆「SOSの家」や青少年市民会議の「愛の運動」の取り組みを継続
するとともに、地域での子どもの安全・安心な生活を確保するた
め、防犯・防災教育を推進するとともに、地域での活動に取り組み
ます。
◆家庭生活を通じて幼少期から基本的な生活習慣を身につけら
れるよう、家庭教育の重要性についての意識啓発を図るため、
「かめやまお茶の間１０選（実践）」の取り組みを進めます。

⑥青少年の健全育成と青少年活動の促進
１つ目の施策「◆…市民宣言の市民への理解共有を…」とある
が、理解共有では文章としておかしい。

施策の方向③子育てが孤立しない環境づくりを「③子育て世代が
孤立しない環境づくり」とした方が、下段との整合性があるのでは。

現状と課題
●の1つ目、「…小中学校での教育活動を通じた人権教育等、人
権問題を解消するための取り組みを継続して行う・・・。」を、
「…小中学校での人権教育を通じて、人権問題を解消…」と書き
込みを整理すべき。

現状と課題
１つ目の● ５行目
「・・・小中学校での人権教育活動を通じた人権教育等、人権問
題を解消するための取り組みを継続して行う必要があります。」と
あるが、人権問題とは、何を言うのかが不明瞭である。少なくとも
国において課題となっている人権三法を取り上げ、「・・・小中学校
での人権教育活動を通じた人権教育等を推進しています。今後
は、人権三法にある人権問題を解消するため、当事者への調査
や事業所等の研修等、取り組みを継続して行う必要があります。」
としてはどうか。



資料 ページ等 修正前 修正後

後期基本
計画（案）

146
あらゆる人権問題に総合的に取り組むため、市民一人ひとりの人
権意識を磨くとともに、人権尊重の視点に立った施策推進を図り
ます。

あらゆる人権問題に総合的に取り組むため、差別を解消するため
の３つの法律への理解を深めるなど、市民一人ひとりの人権感覚
を磨くとともに、人権尊重の視点に立った施策推進を図ります。

後期基本
計画（案）

160 162
厳しい財政状況が続く中、令和４年４月から農業集落排水事業を
企業会計へ移行するとともに、公共下水道事業会計と一本化し、
下水道事業のさらなる経営体制の強化を図っています。

厳しい財政状況が続く中、令和４年４月から農業集落排水事業を
企業会計へ移行するとともに、公共下水道事業会計と一本化した
ほか、病院事業においては、地方公営企業法の規定の全部適用
によるメリットを生かした機動的かつ柔軟な経営を図るなど、さらな
る経営体制の強化を図っています。

意見・質問等

①人権を尊重し合えるまちづくりの推進
一つ目の施策「◆あらゆる人権問題に総合的に取り組むため、市
民一人ひとりの人権感覚を磨くとともに、人権尊重の視点に立った
施策推進を図ります。」とあるが「◆あらゆる人権問題に総合的に
取り組むため、人権三法を含む課題別研修会を開催し、市民一
人ひとりの人権感覚を磨くとともに、人権尊重の視点に立った施策
推進を図ります。」として、障がい者やヘイトスピーチ等をテーマに
した取り組みを進めて欲しい。

全編を通じて、財政の大きな課題、病院会計の書き込みが無い。
市の財政を語る上で避けては通れないはずであり、後期基本計画
に書き込まれて然るべき。


